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（歳入）

増 減 額 増減率

予算額 (千円) 構成比 予算額 (千円) 構成比 (Ａ)－(Ｂ) (Ｃ)÷(Ｂ)
（Ａ） （％） （Ｂ） （％） (Ｃ)　(千円) （％）

１ 保　　険　　料 1,429,000 23.6 1,431,000 24.0 △ 2,000 △ 0.1

　① 現 年 度 分
　 特別徴収保険料

　② 現 年 度 分
　 普通徴収保険料

　③ 滞納繰越分
　 普通徴収保険料

２ 使 用 料 及 び
　 手　　数　　料

３ 国 庫 支 出 金 1,200,523 19.8 1,171,534 19.6 28,989 2.5

　(1) 国庫負担金 1,048,542 17.3 1,031,421 17.3 17,121 1.7

　(2) 国庫補助金 151,981 2.5 140,113 2.3 11,868 8.5

４ 支払基金交付金 1,573,421 26.0 1,548,475 25.9 24,946 1.6

５ 府　支　出　金 845,433 14.0 835,296 14.0 10,137 1.2

　(1) 府 負 担 金 801,101 13.2 790,888 13.2 10,213 1.3

　(2) 府 補 助 金 44,332 0.8 44,408 0.8 △ 76 △ 0.2

６ 財　産　収　入 1 0.0 1 0.0 0 0.0

７ 寄　　附　　金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

８ 繰　　入　　金 1,006,426 16.6 984,371 16.5 22,055 2.2

 (1)一般会計繰入金 884,041 14.6 867,402 14.5 16,639 1.9

 (2)介護給付費
　　準備基金繰入金

９ 繰　　越　　金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

10 諸　  収　  入 3,123 0.0 3,123 0.0 0 0.0

 (1) 延滞金、加算
　　 金及び過料

 (2) 雑　 　　入 3,121 0.0 3,121 0.0 0 0.0

合　　　計 6,057,979 100.0 5,973,852 100.0 84,127 1.4

介護保険特別会計歳入歳出当初予算額対前年度比較表

令和６年度 令和５年度

科　　　目

1,329,000 21.9 1,335,000 22.4 △ 6,000 △ 0.4

99,000 1.7 95,000 1.6 4,000 4.2

1,000 0.0 1,000 0.0 0 0.0

50 0.0 50 0.0 0 0.0

122,385 2.0 116,969 2.0 5,416 4.6

2 0.0 2 0.0 0 0.0
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（歳出）

増 減 額 増減率

予算額 (千円) 構成比 予算額 (千円) 構成比 (Ａ)－(Ｂ) (Ｃ)÷(Ｂ)
（Ａ） （％） （Ｂ） （％） (Ｃ)　(千円) （％）

１ 総　　務　　費 76,914 1.3 79,405 1.3 △ 2,491 △ 3.1

　(1) 総務管理費 43,362 0.7 40,704 0.7 2,658 6.5

　(2) 徴　収　費 1,096 0.0 959 0.0 137 14.3

　(3) 介護認定審
　　　査会費

　 ① 介護認定審
　　　査会費

　 ② 認定調査等費 18,702 0.3 20,274 0.3 △ 1,572 △ 7.8

　(4) 趣旨普及費 2,634 0.1 2,353 0.0 281 11.9

　(5) 計画策定委
　　　員会費

２ 保 険 給 付 費 5,691,216 93.9 5,607,111 93.9 84,105 1.5

 (1) 介護サービス
　　 等諸費

 (2) 介護予防サー
　　 ビス等諸費

 (3) その他諸費 6,240 0.1 6,180 0.1 60 1.0

 (4) 高額介護サー
　　 ビス等費

 (5) 高額医療合算介
　　 護サービス等費

 (6) 特定入所者介護
　　 サービス等費

３ 地域支援事業費 281,207 4.6 278,694 4.7 2,513 0.9

 (1) 包括的支援事業
　　　任意事業費

141,813 2.3 147,586 2.5 △ 5,773 △ 3.9

４ 基 金 積 立 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

５ 公　　債　　費 100 0.0 100 0.0 0 0.0

６ 諸　支　出　金 3,541 0.1 3,541 0.0 0 0.0

７ 予　　備　　費 5,000 0.1 5,000 0.1 0 0.0

合　　　計 6,057,979 100.0 5,973,852 100.0 84,127 1.4

令和６年度 令和５年度

科　　　目

29,471 0.5 31,039 0.5 △ 1,568 △ 5.1

10,769 0.2 10,765 0.2 4 0.0

351 0.0 4,350 0.1 △ 3,999 △ 91.9

5,232,080 86.3 5,169,472 86.6 62,608 1.2

158,493 2.6 144,589 2.4 13,904 9.6

156,001 2.6 144,205 2.4 11,796 8.2

△ 5.0

24,200 0.4 22,463 0.4 1,737 7.7

1.7 98,123 1.6 7,120

114,202 1.9 120,202 2.0 △ 6,000

7.3

（3）一般介護予防
　　 事業費

33,710 0.6 32,560 0.6 1,150 3.5

 (2) 介護予防・生活支
援 サービス事業費

105,243

3.8（4）その他諸費 441 0.0 425 0.0 16
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令和６年度木津川市介護保険特別会計予算説明 

 

 

第１ 予算編成概要 

  この特別会計は、介護保険法（平成９年法律第１２３号）第３条第２項の規定に基づ

き、収入支出に係わる経費を明確にするため設置するものである。 

  介護保険特別会計の構成は、主に「総務費」、「保険給付費」、「地域支援事業費」に区

分され費用負担が定められている。 

  「保険給付費」についての費用負担は、総額の２分の１を公費（税金を財源とする国・

地方公共団体の負担金）で賄い、残りの半分を保険料財源で賄うことになる。 

  公費分の負担割合は、国が介護給付費負担分として２５％（施設給付は１５％）、都道

府県が１２．５％（施設給付は１７．５％）、市町村が１２．５％となっている。保険料

の負担割合は、第１号被保険者が２３％、第２号被保険者が２７％となっている。 

  また、「地域支援事業費」の費用負担についても、介護予防・生活支援サービス事業費、

一般介護予防事業費及びその他諸費（審査支払手数料）については、総額の２分の１を

公費で賄い、残りの半分を保険料財源で賄うことになり、公費分の負担割合は、国が２

５％、都道府県が１２．５％、市町村が１２．５％となっている。保険料の負担割合は、

第１号被保険者が２３％、第２号被保険者が２７％となっている。包括的支援事業・任

意事業費については、総額の７７％を公費で賄い、残りの２３％を第１号被保険者の保

険料財源で賄うことになり、公費分の負担割合は、国が３８．５％、都道府県が１９．

２５％、市町村が１９．２５％となっている。 

  総務管理費や介護認定審査会費等の「総務費」については、市の一般会計からの繰入

金となる。 

 

  第９期木津川市介護保険事業計画の初年度にあたる令和６年度木津川市介護保険特別

会計について、総務費はコロナ延長の波及が終わったため減額計上とした。 

  また、地域支援事業のうち地域リハビリテーション活動支援事業については新規事業

として取り組むため増額計上としたほか、毎年増加傾向にある保険給付費においても、

第９期木津川市護保険事業計画を基に、要介護認定者数の動向等に注視しながら、これ

までの実績を踏まえ、一般会計予算担当課とも協議の上、健全な介護保険事業の運営の

ために必要な予算編成を行った。 
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第２ 一般状況 

 １ 被保険者の推移 

   令和６年度の介護保険第１号被保険者を２０，４１１人と想定した。 

  （うち、特別徴収対象者を１９，０４７人、普通徴収対象者を１，３６４人と想定） 

年  度 特別徴収対象者 構成比 普通徴収対象者 構成比  合  計 

令和５年度 １８，９１５人 93.5% １，３０９人 6.5% ２０，２２４人 

令和６年度 １９，０４７人 93.3% １，３６４人 6.7% ２０，４１１人 

  ※基準日は、各前年１１月１日現在。 

 

 ２ 要介護（要支援）認定者数の状況 

 要介護度 
要支援

１ 

要支援

２ 

要介護

１ 

要介護

２ 

要介護

３ 

要介護

４ 

要介護

５ 
合 計 

令 

和 

４ 

年 

１２ 

月 

末 

第 1 号被保険者 513 人 511 人 630 人 645 人 508 人 491 人 251 人 3,549 人 

第 2 号被保険者 5 人 9 人 10 人 18 人 10 人 8 人 10 人 70 人 

合  計 518 人 520 人 640 人 663 人 518 人 499 人 261 人 3,619 人 

構成比 (%) 14.3 14.4 17.7 18.3 14.3 13.8 7.2 100.0 

令 

和 

５ 

年 

１２ 

月 

末 

第 1 号被保険者 451 人 582 人 598 人 684 人 546 人 457 人 260 人 3,578 人 

第 2 号被保険者   2 人 7 人 9 人 12 人 8 人 6 人 10 人 54 人 

合  計 453 人 589 人 607 人 696 人 554 人 463 人 270 人 3,632 人 

構成比 (%) 12.5 16.2 16.7 19.2 15.3 12.7 7.4 100.0 

 

第３ 保険給付事業 

   令和６年度の保険給付費については、「第９期木津川市介護保険事業計画」における

保険給付費の推計額と令和５年度の実績等を比較して伸びを予測し、予算の編成を行

った。 

令和６年度の予算総額は次のとおりであるが、令和６年度木津川市介護保険特別会

計に占める割合は、約９３．９％とその大部分を占めている。 
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★ 年度別介護保険給付費額（各年度当初予算） 

 保険給付費予算総額 

（千円） 

対前年度比 

 (%) 

令和５年度 ５，６０７，１１１    103.7 

令和６年度 ５，６９１，２１６    101.5 

 

１ 介護サービス等諸費 

（1） 居宅介護サービス給付費については、１か月当り２１３，０００千円と推計

し、年間２，５５６，０００千円とした。 

（2） 地域密着型介護サービス給付費については、１か月当り５６，０００千円と

推計し、年間６７２，０００千円とした。 

（3） 施設介護サービス給付費については、１か月当り１４０，０００千円と推計

し、年間１，６８０，０００千円とした。 

（4） 居宅介護福祉用具購入費については、１か月当り６７３千円と推計し、年間

８，０７６千円とした。 

（5） 居宅介護住宅改修費については、１か月当り約１，３３４千円と推計し、年

間１６，０００千円とした。 

（6） 居宅介護サービス計画給付費については、１か月当り２５，０００千円と推

計し、年間３００，０００千円とした。 

 

２ 介護予防サービス等諸費 

（1） 介護予防サービス給付費については、１か月当り９，０００千円と推計し、

年間１０８，０００千円とした。 

（2） 地域密着型介護予防サービス給付費については、１か月当り７４０千円と推

計し、年間８，８８０千円とした。 

（3） 介護予防福祉用具購入費については、１か月当り１９０千円と推計し、年間

２，２８０千円とした。 

（4） 介護予防住宅改修費については、１か月当り約１，２７８千円と推計し、年

間１５，３３０千円とした。 

（5） 介護予防サービス計画給付費については、１か月当り２，０００千円と推計

し、年間２４，０００千円とした。 
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３ その他諸費 

   審査支払手数料については、１か月当り５２０千円と推計し、年間６，２４０千円

とした。 

 

 ４ 高額介護サービス等費 

   高額介護サービス等費については、１か月当り１３，０００千円と推計し、年間 

１５６，０００千円とした。 

 

 ５ 高額医療合算介護サービス等費 

   高額医療合算介護サービス等費については、１か月当り２，０００千円と推計し、

年間２４，０００千円とした。 

 

 ６ 特定入所者介護サービス等費 

   特定入所者介護サービス等費については、１か月当り９，５００千円と推計し、 

年間１１４，０００千円とした。 

 

第４ 歳 入 

 １ 保険料 

   令和６年度の介護保険料は、第１号被保険者の総数を２０，０１０人と想定した。 

第１号被保険者保険料においては、特別徴収保険料見込額１，３２９，０００千円、 

普通徴収保険料見込額を９９，０００千円、滞納繰越分を１，０００千円とし、保険

料の総額を１，４２９，０００千円とした。（内、保険給付費充当分１，３６５，１８

０千円、地域支援事業費充当分５５，２８３千円） 

 

 ２ 使用料及び手数料 

   介護保険料の滞納者に対する督促手数料として、５０千円を計上した。 

 

 ３ 国庫支出金 

(1) 国庫負担金 

    介護給付費の国庫負担分として、当該年度における保険給付費額５，６９１，２

１６千円に１００分の２０（施設給付は１００分の１５）を乗じた額１，０４８，

５４２千円を計上した。 

(2) 国庫補助金 

調整交付金として、当該年度における保険給付費額５，６９１，２１６千円に１ 

００分の０．９６（想定交付割合）を乗じた額５４，６３５千円を計上した。 

  地域支援事業費の介護予防・日常生活支援総合事業国庫負担分として、当該年度
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における介護予防・生活支援サービス事業費、一般介護予防事業費及びその他諸費

（審査支払手数料）額１３９，３９４千円から利用者負担分３，１２０千円を除き、

１００分の２０．９６を乗じた額２８，５６３千円を計上した。 

地域支援事業費の包括的支援事業・任意事業国庫負担分として、当該年度におけ

る包括的支援事業・任意事業費額１４１，８１３千円から利用者負担分１千円を除

き、１００分の３８．５を乗じた額５４，５９７千円を計上した。 

市町村の自立支援・重度化防止等の取組に対する保険者機能強化推進交付金につ

いて、５，３２８千円を計上した。 

 保険者機能強化推進交付金に加え、介護予防・健康づくり等に資する取組を重点

的に支援するために創設された保険者努力支援交付金について、８，８５８千円を

計上した。 

 

 ４ 支払基金交付金 

    介護給付費の社会保険診療報酬支払基金負担分（第２号被保険者分）として、当

該年度における保険給付費額５，６９１，２１６千円に１００分の２７を乗じた額

１，５３６，６２８千円を計上した。 

    地域支援事業費の介護予防・日常生活支援総合事業社会保険診療報酬支払基金負

担分（第２号被保険者分）として、当該年度における介護予防・生活支援サービス

事業費、一般介護予防事業費及びその他諸費（審査支払手数料）額１３９，３９４

千円から利用者負担分３，１２０千円を除き、１００分の２７を乗じた額３６，７

９３千円を計上した。 

 

 ５ 府支出金 

(1) 府負担金 

    介護給付費の府負担金分として、当該年度における保険給付費額５，６９１，２

１６千円に１００分の１２．５（施設給付分は１００分の１７．５）を乗じた額８

０１，１０１千円を計上した。 

(2) 府補助金 

  地域支援事業費の介護予防・日常生活支援総合事業府負担分として、当該年度に 

おける介護予防・生活支援サービス事業費、一般介護予防事業費及びその他諸費（審 

査支払手数料）額１３９，３９４千円から利用者負担分３，１２０千円を除き、１ 

００分の１２．５を乗じた額１７，０３４千円を計上した。 

  地域支援事業費の包括的支援事業・任意事業府負担分として、当該年度における 

包括的支援事業・任意事業費額１４１，８１３千円から利用者負担分１千円を除き、 

１００分の１９．２５を乗じた額２７，２９８千円を計上した。 
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 ６ 財産運用収入 

    介護給付費準備基金利子として、１千円を計上した。 

 

 ７ 寄附金 

一般寄附金として、１千円を計上した。 

 

 ８ 繰入金 

(1) 一般会計繰入金 

① 介護給付費繰入金 

   介護給付費の市負担分として、当該年度における保険給付費額５，６９１，２

１６千円に１００分の１２．５を乗じた額７１１，４０１千円を計上した。 

② 地域支援事業繰入金 

   地域支援事業費の介護予防・日常生活支援総合事業市負担分として、当該年度

における介護予防・生活支援サービス事業費、一般介護予防事業費及びその他諸

費（審査支払手数料）額１３９，３９４千円から利用者負担分３，１２０千円を

除き、１００分の１２．５を乗じた額１７，０３４千円を計上した。 

   地域支援事業費の包括的支援事業・任意事業市負担分として、当該年度におけ

る包括的支援事業・任意事業費額１４１，８１３千円から利用者負担分１千円を

除き、１００分の１９．２５を乗じた額２７，２９８千円を計上した。 

③ 事務費繰入金 

  事務費繰入金についての内訳としては、総務管理費に４３，３６２千円、徴収

費に１，０９６千円、介護認定審査会費に２９，４７１千円、趣旨普及費に２，

６３４千円、計画策定委員会費に３５１千円、また、公債費の利子として１００

千円の合計７７，０１４千円から督促手数料５０千円を除き、７６，９６４千円

を計上した。 

④ 低所得者保険料軽減繰入金 

  低所得者保険料軽減強化の費用として、介護保険料第１段階の保険料基準額に

対する割合を０．４５５から０．２８５に、介護保険料第２段階の保険料基準額

に対する割合を０．６８５から０．４８５に、新たに介護保険料３段階の保険料

基準額に対する割合を０．６９０から０．６８５に軽減するため、５１，３４４

千円を計上した。 

(2) 基金繰入金 

 介護給付費準備基金繰入金として、１２２，３８５千円を計上した。 

 

 ９ 繰越金 

    前年度繰越金として、１千円を計上した。 
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１０ 諸収入 

(1) 延滞金、加算金及び過料 

① 第１号被保険者延滞金 

  第１号被保険者の保険料延滞金として、１千円を計上した。 

② 過料 

  介護給付費の過料として、１千円を計上した。 

(2) 雑入 

  雑入として、一般介護予防事業の生きがい対応型デイサービス事業利用者負担金

１，９２０千円、一般高齢者運動器機能向上事業利用者負担金１，２００千円及び

成年後見制度市長申立て本人負担金１千円を計上した。 

 

第５ 歳 出 

 １ 総務費 

   総務管理費に、非常勤職員の報酬、会計年度任用職員の報酬及び事務執行に要する

通信運搬費等として４３，３６２千円、徴収費に１，０９６千円、介護認定審査会費

に２９，４７１千円、介護保険制度の普及・啓発を図るための趣旨普及費に２，６３

４千円、計画策定委員会費に３５１千円を計上した。 

 

 ２ 保険給付費 

   要介護者及び要支援者に対する保険給付費は、支出の大部分（予算に占める割合は

約９３．９％）を占める。 

   高齢者人口の増加による給付費の上昇を見込み、本年度は５，６９１，２１６千円

を計上した。 

 

 ３ 地域支援事業費 

   被保険者が要介護状態又は要支援状態となることを予防するとともに、要介護状態

となった場合でも可能な限り、地域において自立した日常生活を営むことができるよ

う支援するとともに、地域における包括的・継続的なマネジメント機能を強化するた

めの地域支援事業費について、２８１，２０７千円を計上した。 

   科目別の主な予算額は次のとおりである。 

 (1) 包括的支援事業・任意事業費は、権利擁護事業に２，１１０千円、包括的・継続

的マネジメント支援事業に、６９，１１８千円、任意事業として家族介護支援事業（紙

おむつ給付事業、家族介護慰労事業）に１９，４６２千円、成年後見制度利用支援事

業に３，９６３千円、地域自立生活支援事業（配食サービス事業）に６，３００千円、

認知症サポーター等養成事業に１２７千円を計上した。又、在宅医療・介護連携推進

事業に３，８１９千円、生活支援体制整備事業に１２，８２１千円、認知症総合支援
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事業（認知症対応型カフェ事業、認知症初期集中支援事業、認知症地域支援・ケア向

上事業）に２３，９２３千円、地域ケア会議推進事業に１７０千円を計上した。 

（2）介護予防・生活支援サービス事業費は、介護予防・日常生活支援総合事業として、

個々の状態に応じた訪問型サービスや通所型サービスの提供に係る費用、９２，５７

３千円、介護予防ケアマネジメント事業に１２，１１３千円を計上した。また、高額

介護予防サービス相当事業に２５６千円、高額医療合算介護予防サービス相当事業に

３０１千円を計上した。 

(3) 一般介護予防事業費は、生きがい対応型デイサービス事業や一般高齢者運動器機

能向上事業等の介護予防普及啓発事業に３１，６１３千円、介護予防サポーター養

成委託料等の地域介護予防活動支援事業に９５２千円、介護予防把握事業に４５千

円、地域リハビリテーション活動支援事業に１，１００千円を計上した。 

 

 ４ 基金積立金 

   介護給付費準備基金積立金に１千円を計上した。 

 

 ５ 公債費 

   介護保険事業運営の中で、財源不足が生じた場合の一時借入金にかかる利子として

１００千円を計上した。 

 

 ６ 諸支出金 

  (1) 第１号被保険者保険料の還付金として、３，５００千円を計上した。 

  (2) 第１号被保険者保険料の還付加算金として、４０千円を計上した。 

  (3) 国、京都府及び社会保険診療報酬支払基金に対する保険給付費負担金等の返還金

が生じた場合のために償還金として、１千円を計上した。 

 

 ７ 予備費 

 予備費については、５，０００千円を計上した。 

 


